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ホストタウン交流事業 

➌ 

 

東京オリパラホストタウン事業
2021年夏。史上初の１年延期・無観客開催となったオリンピック・パラリンピックは、世

界中に⼤きな感動を与えフィナーレを迎えました。
与論町では2019年にカリブ海のアンティグア・バーブーダ国のホストタウンに登録し、交

流を重ね、⼤会後には選⼿団を町に出迎える予定でしたが、コロナ禍により実現できません
でした。そこで可能な形での交流として2021年9⽉30⽇に、与論町からは代表で茶花⼩学校6
年⽣の皆さんと同じカリブ地域にホストタウン国を持つ奄美群島の４町（天城町、徳之島町、
和泊町、知名町）と合同で５町×５カ国のオンラインでの交流を⾏いました。アンティグ
ア・バーブーダの皆さんからは「今後もこのご縁を⼤切に、交流を継続していきたい」とい
う声を多くいただくことができました。

9⽉15⽇「ホストタウン相⼿国・地域の国⺠⾷コラボメニュー実⾷会」
として、結婚式で有名な東京の⼋芳園さん監修のもと、カリブ地域のメ
ジャーな郷⼟料理を与論バージョンにアレンジし給⾷にて提供しました。
「シチューチキンがとても美味しかった！」という⼦供達の声が多く聞
かれました。
♦メニュー・シチューチキン、カラルースープ、カリブ⾵サラダ

【町岡教育⻑の挨拶】
今回のこの交流をきっかけに⼦供たちが次の世代を担い、これからも
アンティグア・バーブーダの皆さんと交流を続けていけるよう、そし
てお互いが協⼒しあって世界が平和で⼈類が仲良く住み良い地球環境
を作っていけるよう祈っています。

質問タイム
Q：アンティグアの郷⼟料理で有名なものでおススメは何
ですか？
A：フンジーというトウモロコシや⼩⻨粉を練って焼いた
もの。シチューなどと併せて⾷べる。
Q：どんな⾏事がありますか？
A：８⽉に⼀週間かけてカーニバルがある、11⽉には独⽴
記念⽇が盛⼤にある。

3



4



 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特集 1）沖縄祖国復帰５０周年記念事業 

 

➎ 

与論と国頭村の交流の歴史 

お互いから見た 
リアルな国頭村・与論町 

＼人事交流職員に聞きました／ 

左：渡慶次
と け し

 勇樹さん 
（国頭村役場⇒与論町役場・商工観光課） 

右：加藤 翔さん 
（与論町役場⇒国頭村役場・企画商工観光課） 

 

加藤：廃鶏を食べる食

文化に驚いた。BBQで食

べることが多く「ハイ

ケイやろう！」＝BBQや

ろうという意味で使わ

れている。 

渡慶次：先輩後輩の仲の良さなど人

と人の繋がりの近さや飲食店で食べ

られるチャンプルーなどの郷土料

理。方言も似たものがある。例えば

シイラは国頭では「マンビカー」与

論では「マンビキ」、ハリセンボンは

国頭で「アバサー」与論では「アバ

シ」など。 

あとは、与論にも魔よけの石碑であ

る「石敢當」が数基あること。 

Q1.「自分の地元と似ているなぁ」と
感じた事はありますか？ 

Q2.驚いた事や面白いと感じた事は？ 

加藤：人が温かい、自然が豊か、冬の

時期は海風が強いこと。また、ピャー

スーと似ている「ハキシブイ（カキシ

ブイ）」という料理がある。作り方は同

じだが酢味噌で味付けするという違い

も。 

渡慶次：琉球文化圏で

ある事は知っていた

が、沖縄県人より琉球

方言（国頭方言）を使

う人が多いこと。海浜

地の美しさにも感動。 

琉球王国 

三山鼎立時代 

 

令和時代 

平成時代 

昭和時代 

明治時代 

・１４世紀、琉球王国北山王により与論・沖永良

部までが管理される。 

・明治１３年、与論～国頭・間切間で郵便の往

復が開始。 

・明治中期以降、国頭からは林産物、建材や染

料となる藍玉、与論からは牛馬・山羊・豚で盛

んに交易が行われた。 

・昭和２０年、奄美群島と沖縄諸島がアメリカ政

府の統治下におかれる。 

・昭和２７年４月２８日サンフランシスコ平和条約

発効、翌 28 年奄美群島が日本に復帰。 

・昭和３８年、沖縄祖国復帰要求運動にて両町

村でのかがり火大会や、北緯２７度線上での海

上デモが行われる。 

・昭和４７年５月１５日、沖縄県が日本に復帰。 

・昭和５２年、国頭村・奥港－与論港の航路開設

（臨時運行） 

・昭和５８年、北緯２７度線ウインドサーフィン横

断レース開催（辺戸岬－与論） 

・平成4年、沖縄祖国復帰20周年記念事業開

催。 

・平成１３年、交流・友好のシンボル「かりゆし

像」を辺戸岬に、「ヤンバルクイナの像」を与論

城跡に設置。 

・平成 14 年、30 周年記念事業、24 年に 40

周年記念事業共同開催。国頭村より大型の「ヤ

ンバルクイナの像」を授受し、翔竜橋の高台に

設置。 

・令和２年、与論町役場・国頭村役場職員の人

事交流実施（派遣） 

・令和 3 年、SUP による O2Y 外洋縦断レース

開催。（国頭村－与論） 

・令和 4 年、沖縄祖国復帰 50 周年記念事業

開催予定。 
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予定されているプログラム 

写真展示の開催 
 サザンクロスセンター2 階にて 2022 年 3 月から 8 月までの期間中「沖縄祖国復帰 50 周年記念写真展」を
開催します。 

記念誌の発刊 
 イベント終了後、各プログラムについてや交流の歴史、インタビューや 50 周年以前の記念イベントの様子など
をまとめた記念誌を発刊します。 

海上集会 

 
 

与論町と国頭村
の間にある北緯
27 度線上で

「沖縄返還要求
運動海上集会」
の再現を実施。 
YouTube で中
継予定なので

ぜひご覧下さ
い！ 

 

記念式典 

 
 

当日に記念式
典を実施。 

県知事や県議
会議員、国頭村
長を来賓にお

招きする他、本
町出身のアー
ティストによる
記念ライブも予
定しています。 

 

かがり火 

 
 

安全面に確り
配慮し、辺戸岬
からも望めるか
がり火をたきま
す。使用される

木材は、「やん
ばる」の木材を
予定していま

す。講演も実施
予定です。 

 

記念行進 

 
 

沖縄において
当時、返還要求
運動として毎年
行われたとされ
る行進を本町
で実施します。
与論中学校か

ら与論城跡まで
を行進する予定

です。 

 

上記の他にも実施予定 

児童交流 

 
 

両町村の「ふれ
あい児童交流
団」を派遣・受
入します。国頭
村の子どもたち
に、百合が浜や
マリンレジャー

の体験をして頂
く予定です。 

 
 

沖
縄
祖
国
復
帰
50
周
年
記
念
事
業
与

論
町
推
進
委
員
会
で
は
、
与
論
町
商
工
会

会
長
の
田
畑
克
夫
氏
が
委
員
長
を
務
め
、

議
会
・
役
場
・
観
光
協
会
・
漁
協
・
農
協
・
ヨ

ロ
ン
Ｓ
Ｃ
等
、
官
民
が
一
体
と
な
り
、
町
全

体
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

50
周
年
と
い
う
両
町
村
に
と
っ
て
の
交

流
の
大
き
な
節
目
。
未
曽
有
の
感
染
症
の

拡
大
で
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
形
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
昨
今
。 

当
時
の
こ
と
を
知
る
人
の
数
は
次
第
に

減
っ
て
い
き
ま
す
が
、
当
時
か
ら
紡
い
で
き

た
歴
史
・
想
い
・
絆
は
消
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

生
ま
れ
た
時
か
ら
与
論
に
暮
ら
す
方

も
、
島
外
か
ら
移
り
住
ん
で
き
た
方
も
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
こ
れ
ま
で
の
与
論
町
と

国
頭
村
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら

の
「
絆
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

握手の代わりにグータッチを 
交わす両町村長 

特集 1）沖縄祖国復帰５０周年記念事業 
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未来につなげよう、ヨロン！ ~木育キャラバン in ヨロン～ 

沖沖縄縄北北部部・・国国頭頭村村のの木木ののおおももちちゃゃをを体体験験！！  

木木育育キキャャララババンン iinn ヨヨロロンン 

 リュウキュウマツを卵型にして敷き詰めた「ヤンバルクイナのたまごプール」や、カエル

の積み木、歩くどんぐり・・・温かみのある国頭村の木のおもちゃを与論島の子供たちにも

体験して欲しい！そんな想いから昨年７月、与論町と国頭村の連携事業の一環で“木育キャ

ラバン in ヨロン”を実施、各こども園で国頭村の木製おもちゃを体験してもらいました！ 
 

木
育
｟
も
く
い
く
｠
と
は
？ 

「
木
育
」
は
木
の
良
さ
を
知
り
、
暮
ら
し

の
中
に
木
を
取
り
戻
し
て
い
く
活
動
で

す
。
木
製
お
も
ち
ゃ
の
体
験
の
ほ
か
木
工

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
全
国
で
様
々
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
広
大
な
森

林
を
有
す
る
国
頭
村
で
は
、
地
域
資
源
と

な
っ
て
い
る
森
林
を
活
用
し
た
木
製
お
も

ち
ゃ
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
感

性
を
育
む
木
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

感
性
を
磨
く
木
の
お
も
ち
ゃ 

体
験
し
た
与
論
の
子
供
た
ち
は
「
い
い

匂
い
！
」
「
た
ま
ご
プ
ー
ル
に
寝
転
ん
だ

ら
気
持
ち
よ
か
っ
た
！
」
「
も
っ
と
長
く

遊
び
た
い
！
」
と
、
大
喜
び
。
特
に
大
人

気
だ
っ
た
「
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
た
ま
ご

プ
ー
ル
」
で
は
、
た
ま
ご
一
つ
一
つ
の
木

目
や
色
、
大
き
さ
の
違
い
を
観
察
す
る
楽

し
み
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
所
も
、

す
べ
て
が
同
じ
形
に
な
っ
て
し
ま
う
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
と
の
大
き
な
違
い
で
す
。

木
の
香
り
で
の
癒
し
効
果
、
視
覚
、
触

覚
・
・
・
木
の
お
も
ち
ゃ
は
五
感
に
働
き

か
け
、
感
性
豊
か
な
心
の
発
達
を
促
し
て

く
れ
ま
す
。 

 

木
育
とS

D
G
s 

木
育
の
活
動
は

S
DGs

目
標
15
の
テ
ー

マ
｟
持
続
可
能
な
利
用
の
推
進
、
持
続
可

能
な
森
林
の
経
営
な
ど
｠
に
も
通
じ
て
い

ま
す
。
元
気
な
森
を
維
持
す
る
た
め
に
は

切
る
べ
き
木
が
き
ち
ん
と
切
ら
れ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
木
製
品
を
使
う
こ
と
で

林
業
を
応
援
す
る
事
に
な
り
、
そ
れ
が
森

林
を
守
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。
木
は

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
て
酸
素
を
つ
く
り

出
す
た
め
、
森
林
を
守
る
こ
と
は
地
球
温

暖
化
を
防
ぐ
、
地
球
を
守
る
こ
と
へ
と
繋

が
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
木
は
人
が
手

を
か
け
る
こ
と
で
持
続
的
に
使
い
続
け
ら

れ
る
大
切
な
資
源
で
も
あ
り
ま
す
。 

木
を
知
り
、
木
を
使
い
、
森
を
守
り
、

地
球
を
守
る
。
木
育
は
環
境
に
良
い
循
環

を
作
る
は
じ
め
の
一
歩
と
も
言
え
ま
す
。 

 

与
論
島
と
国
頭
村 

は
る
か
昔
か
ら
交
流
の
あ
っ
た
与
論
島
と
国

頭
村
。
国
頭
の
木
材
と
与
論
の
家
畜
を
交
換
し
、

そ
の
木
材
で
家
を
建
て
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

か
ら
は
国
頭
の
木
が
与
論
に
と
っ
て
大
切
な
資

源
だ
っ
た
事
が
伺
え
ま
す
。
ま
た
沖
縄
の
復
帰

運
動
で
は
与
論
か
ら
も
声
援
を
送
り
励
ま
し
合

う
な
ど
、
交
流
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
お
互
い

に
助
け
合
い
生
き
て
い
た
先
人
た
ち
の
姿
が
浮

か
び
上
が
り
ま
す
。 

木
育
で
子
供
の
豊
か
な
心
を
育
む
と
と
も

に
、
今
後
も
様
々
な
交
流
事
業
を
通
じ
て
、
互

い
に
助
け
合
う
心
を
繋
い
で
い
け
た
ら
素
敵
で

す
ね
。 文

／
小
高
明
日
香(

ヨ
ロ
ン
島
観
光
協
会
｠ 

 

子供たちに一番人気！リュウキュウマツで 

作られた「ヤンバルクイナのたまごプール」 
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与論町に漂流した軽石問題について 

❽ 

 

2021 年 10 月。 

8 月に小笠原諸島で噴火した海底火山「福

徳岡ノ場」から流れ着いた大量の軽石により、

与論町の砂浜・海岸は大きく姿を変えました。 

 

 

与論町に漂流した軽石問題について 

漂
着
当
初 

２
０
２
１
年
８
月
に
発
生
し
た

海
底
火
山
「
福
徳
岡
ノ
場
」
の
噴
火

に
由
来
す
る
と
み
ら
れ
る
軽
石

が
、
10
月
中
旬
か
ら
本
町
内
の
海

岸
各
所
に
て
確
認
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
下
旬
に
は
島
の
全

周
に
流
れ
着
き
、
漁
船
や
ジ
ェ
ッ
ト

ス
キ
ー
の
操
業
が
出
来
な
い
な
ど

町
内
の
様
々
な
事
業
者
へ
大
き
な

影
響
が
あ
り
ま
し
た
。 

町
全
体
へ
電
気
を
供
給
す
る
発

電
所
用
の
重
油
を
運
ぶ
タ
ン
カ
ー

が
接
岸
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
こ

と
が
報
じ
ら
れ
、
町
全
体
が
不
安

に
覆
わ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し

た
。 

 

数
ヵ
月
経
過
し
て 

軽
石
が
漂
着
し
始
め
て
す
ぐ
、
本

町
の
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
方
々
や

サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
会
長
に
よ
る
呼
び

か
け
で
、
住
民
や
役
場
職
員
に
よ
る

軽
石
回
収
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

住
民
の
不
安
の
種
と
な
っ
て
い
た

イ
ン
フ
ラ
施
設
｟
発
電
所
等
｠
へ
の
燃

料
供
給
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省

九
州
地
方
整
備
局
及
び
鹿
児
島
県

や
港
湾
協
会
員
、
建
設
業
協
会
員
の

協
力
の
も
と
、
給
油
タ
ン
カ
ー
接
岸

の
た
め
の
海
中
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す

る
な
ど
様
々
な
対
策
が
と
ら
れ
、
無

事
に
補
給
さ
れ
、
与
論
町
民
の
生
活

の
安
定
が
保
た
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
海
岸
で
は
住
民
の
方
や
町

内
の
様
々
な
事
業
所
の
方
、
観
光
客

の
方
、
軽
石
回
収
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

目
的
と
し
て
来
島
す
る
団
体
な
ど
、

町
内
外
問
わ
ず
た
く
さ
ん
の
方
々
が

現
在
も
回
収
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続

け
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
海
面
を
浮
遊
す

る
軽
石
の
影
響
で
漁
船
が
今
ま
で
の

よ
う
に
出
港
で
き
な
い
な
ど
、
深
刻

な
影
響
は
続
い
て
い
ま
す
。 
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➒ 

 

 

ミッシーク、トートゥガナシ！ 
（本当にありがとうございました） 

 今日まで港湾・海岸の軽石除去作業や軽石回収ボラン

ティアにご協力頂いた方々、与論を思いご心配の声や軽石

活用方法についてのご提案をお寄せくださった方々へ、こ

の場を借りて心より御礼申し上げます。 

 

「軽石フェスティバル」 
～流れ着く軽石に与論島の未来を想う会～ 

 2021 年 11 月 28 日（日）、砂美地来館にて「軽石フェ

スティバル」が開催されました。 

 当日は 350 人を超える観客が訪れ、軽石に関する現状

報告を聞いた後は、町内で活動する団体・アーティストや学

生によるライブや舞台を楽しみました。 

＊＊軽軽石石回回収収にに関関すするる事事例例発発表表・・活活動動報報告告  

○国交省九州地方整備局 ○海謝美 

○与論町        ○漁協青年部 

○池田龍介さん     ○各海岸代表・建友会 

        

 

＊＊ラライイブブ・・パパフフォォーーママンンスス  

○与論高校生 

  わらびんちゃー 

  THE YELLOW WITNESS 

  LAST CHILDREN 

○川畑アキラバンド 

○キャッチ・アンド・リリース 

○ホオポノ・ユンヌ・アロハ 

 

 

与論町に漂流した軽石問題について 

国国土土交交通通省省九九州州地地方方整整備備局局・・鹿鹿児児島島県県のの技技術術支支援援にによよるる港港湾湾のの軽軽石石除除去去作作業業のの様様子子  

 

 

    

①壁全面にシルトプロテクターを

設置しタンカー入港後、展張 

②陸上より水中ポンプを設置し

水中の軽石を除去 

港港湾湾やや海海岸岸のの軽軽石石回回収収ボボラランンテティィアアのの様様子子  

 

 

 

③無事に接岸することができ、燃

料供給ができました。 
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大島地区 
日本復帰記念駅伝大会 

与論町 
祖国復帰記念駅伝大会 

チーム順位 

１ 那間 
（１時間 25 分 40 秒） 

2 与論 

3  あがさ 

4 茶花 

女子チーム順位 男子チーム順位 

7 与論町 A 

（１時間 15 分 59 秒） 

4   与論町 A 

（１時間 58 分 11 秒） 

9 与論町 B 
（オープン参加） 
（1 時間 22 分 00 秒） 

11 与論町 B 
（オープン参加） 
（2 時間 11 分 36 秒） 

➓ 

 
  

全国社会を明るくする運動強化月間 

まちの話題 

 

令
和
３
年
７
月
１
日
、
第
71
回
全

国
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
化
月

間
に
あ
た
り
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び

県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
本
町

の
保
護
司
４
名
代
読
の
も
と
、
町
長

室
に
て
山
町
長
へ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
法
務
省
が
主

唱
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。 

ま
す
ま
す
住
み
よ
い
与
論
町
の
町

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

｟
保
護
司
４
名
▼
写
真
左
か
ら
大

田
英
勝
さ
ん
・
町
政
枝
さ
ん
・
川
畑
義

谷
さ
ん
・
富
士
川
浩
康
さ
ん
｠ 

～犯罪や非行を防止し、 

立ち直りを支える地域のチカラ～ 

 

あ
な
た
の
ま
な
ざ
し
で 

再
出
発
を
見
守
る
社
会
へ 

令
和
３
年
11
月
7
日
、
令
和

３
年
度
祖
国
復
帰
記
念
第
39
回

与
論
町
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

小
学
生
か
ら
50
代
ま
で
の
男
女

混
合
で
、
１
チ
ー
ム
14
人
で
構
成

さ
れ
、
幅
広
い
世
代
の
選
手
が
全

長
約
23
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
駆
け
抜

け
ま
し
た
。 

大
会
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

多
く
の
町
民
が
沿
道
か
ら
選
手
た

ち
へ
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。 

大
会
の
結
果
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。 

令
和
３
年
12
月
５
日
に
は
、
令

和
３
年
度
第
62
回
日
本
復
帰
記

念
大
島
地
区
駅
伝
競
走
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

男
子
は
約
33
キ
ロ
、
女
子
は
約

16
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
、
と
も
に
５
区

間
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。 

オ
ー
プ
ン
参
加
も
合
わ
せ
、
中

学
生
・
高
校
生
・
一
般
の
５
人
の
選

手
で
構
成
さ
れ
た
男
子
11
チ
ー
ム

と
女
子
９
チ
ー
ム
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。 

与
論
町
の
結
果
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。 

与論空港ハイジャック対応訓練 

令
和
３
年
12
月
15
日
、
与
論
空

港
に
お
い
て
、
与
論
空
港
管
理
事
務

所
主
催
に
よ
る
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
対
応
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た
機

体
へ
の
給
油
を
求
め
与
論
空
港
へ
着

陸
す
る
も
管
制
塔
と
の
や
り
と
り
が

難
航
し
た
こ
と
に
犯
人
が
激
高
し
、

爆
発
物
を
爆
発
さ
せ
、
犯
人
及
び
乗

客
が
け
が
を
す
る
と
い
う
想
定
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

警
察
・
消
防
・
空
港
職
員
等
関
係

各
機
関
も
参
加
し
、
お
互
い
の
連
携

強
化
を
図
り
ま
し
た
。 
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令和３年度社会教育功労者表彰受賞 

まちの話題 

 

⓫ 

令
和
３
年
11
月
24
日
、
令
和
３
年
度
大

島
地
区
社
会
教
育
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し

た
、
茶
花
の
髙
田
り
え
子
氏
に
、
町
岡
教
育

長
よ
り
表
彰
状
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。 

大
島
地
区
に
お
い
て
、
社
会
教
育
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
教
育

の
振
興
に
功
労
の
あ
っ
た
方
の
功
績
を
讃
え

る
表
彰
で
す
。 

髙
田
氏
は
平
成
23
年
よ
り
10
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
本
町
の
地
域
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。 

女
性
の
地
域
活
動
の
推
進
や
、
高
齢
者
独

居
老
人
の
見
守
り
、
地
域
の
防
犯
・
交
通
安

全
運
動
の
推
進
等
、
地
域
社
会
づ
く
り
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ

て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。 

子供と家族・若者応援団表彰受賞 

環境保全活動優秀団体等表彰受賞 
令
和
３
年
12
月
１
日
、
「
２
０
２
１
年

度
環
境
保
全
活
動
優
秀
団
体
等
表
彰
」
を

受
賞
し
た
、
本
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
海
謝
美
」
の
皆
さ
ん
が
、
報
告
の
た
め

町
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。 

県
は
、
地
域
で
環
境
保
全
に
向
け
た
具

体
的
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動

が
特
に
優
れ
て
他
の
模
範
と
な
る
な
ど
顕

著
な
功
績
の
あ
っ
た
団
体
等
を
毎
年
表
彰

し
て
い
ま
す
。 

海
謝
美
は
、
悪
天
候
の
日
を
除
き
、
ほ

ぼ
毎
朝
有
志
10
人
ほ
ど
が
集
ま
り
、
時
に

は
観
光
客
等
も
参
加
し
な
が
ら
、
島
内
中

の
海
岸
約
60
カ
所
を
巡
回
し
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
県
内
５
団
体
が
受
賞
さ
れ
、

海
謝
美
は
奄
美
で
唯
一
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。 

令
和
３
年
12
月
20
日
、
「
２
０
２
１
年
度

子
供
と
家
族
・
若
者
応
援
団
表
彰
」
の
子
育

て
・
家
族
支
援
部
門
の
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
た
、
本
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
よ
ろ
ん

出
産
子
育
て
応
援
隊
あ
ん
ま
ぁ
～
ず
」
の
内

野
正
世
理
事
長
が
、
報
告
の
た
め
町
長
を
表

敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。 

内
閣
府
は
、
子
供
・
若
者
を
育
成
支
援
す

る
活
動
及
び
子
育
て
と
子
育
て
を
担
う
家

族
を
支
援
す
る
活
動
に
お
い
て
、
顕
著
な
功

績
が
あ
っ
た
団
体
や
個
人
を
表
彰
し
て
い
ま

す
。 「

生
ま
れ
る
い
の
ち
は
全
国
ど
こ
で
も
平

等
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
観
点
か
ら
、

「
沖
縄
県
の
出
産
待
機
施
設
運
営
」
を
始
め

と
し
た
離
島
特
有
の
諸
問
題
に
寄
り
添
っ
た

活
動
が
評
価
さ
れ
、
県
内
の
団
体
で
初
め
て

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。 

 

令
和
3
年
12
月
20
日
、
奄
美
群
島
糖
業

振
興
会
が
実
施
す
る
令
和
3
年
度
｟
2
～

3
年
期
｠
さ
と
う
き
び
づ
く
り
優
秀
農
家
表

彰
事
業
に
お
い
て
、
株
出
し
の
部
で
最
優
秀

を
受
賞
し
た
、
茶
花
の
野
口
賢
志
氏
に
、
山

町
長
よ
り
表
彰
状
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。 

 
  

野
口
氏
は
株
出
し
の
収
穫
面
積
が
１
０
６

ａ
に
対
し
10
ａ
あ
た
り
の
収
穫
量
が
１
０
,
８

２
５
㎏
と
高
単
収
を
記
録
し
奄
美
群
島
内
で

１
位
と
な
り
、
2
位
以
下
と
１
,
０
０
０
㎏

以
上
の
差
を
つ
け
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。 毎

年
高
単
収
を
記
録
し
て
い
る
野
口
さ
ん

は
「
水
を
た
っ
ぷ
り
か
け
る
こ
と
が
高
単
収
に

繋
が
っ
た
と
思
う
。
こ
の
受
賞
を
励
み
に
今

後
も
さ
と
う
き
び
づ
く
り
に
精
進
し
て
い
き

た
い
。
」
と
意
気
込
み
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

奄美群島さとうきびづくり 
株出しの部最優秀受賞 

 

 

 

 

11



  

 
  

⓬ 

      

まちの話題 

 令和 3 年度防災訓練 

令
和
3
年
度
全
国
秋
季
火
災
予
防

運
動
に
伴
い
令
和
3
年
11
月
26
日
に

製
糖
工
場
ヤ
ー
ド
に
て
与
論
分
遣
所
・

与
論
町
消
防
団
主
催
に
茶
花
自
主
防

災
会
も
協
賛
し
て
、
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。  

 
 
 

 
 

 
 

与
論
分
遣
所
及
び
与
論
町
消
防
団

が
水
害
対
策
の
一
環
と
し
て
、
土
嚢
積

み
や
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
用
し
て
の
木
材

切
断
、
ま
た
初
期
消
火
に
伴
う
消
火
器

取
り
扱
い
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
い
、
茶
花

集
落
民
の
み
な
ら
ず
、
地
域
事
業
者
も

積
極
的
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

  

陸上自衛隊第 15 旅団 海難救助訓練   

令
和
３
年
11
月
29
日
、
12
月
2
日
に

陸
上
自
衛
隊 

第
１５
旅
団
｟
沖
縄
｠
に
よ
る

海
難
救
助
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

前
団
後
団
総
勢
６７
名
の
自
衛
隊
員
が
自

衛
隊
ヘ
リ
で
コ
ー
ス
タ
ル
リ
ゾ
ー
ト
か
ら
海

難
救
助
を
行
い
、
総
合
グ
ラ
ン
ド
へ
搬
送
す

る
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

 

園
児
や
生
徒
が
見
学
し
、
自
衛
隊
員
と

ふ
れ
あ
い
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
自

衛
隊
ヘ
リ
で
の
ホ
イ
ス
ト
訓
練
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
、
皆
さ
ん
「
が
ん
ば
れ
ー
」
と

大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 
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⓭   

まちの話題 

令和 4 年 与論町消防出初式 

与論町出身 有村祐亮さん 箱根駅伝出場 

 

Ｑ1 箱根駅伝を走ってみての感想をお聞かせください。 

走走りりははじじめめはは楽楽ししかかっったたけけどど、、後後半半ははひひたたすすららききつつかかっったたでですす。。  

Ｑ2 いつもどれくらい練習していますか？ 

 日日にによよっってて違違いいまますすがが、、11 日日 3300kkmm 前前後後走走りりまますす。。  

Ｑ３ 今年の抱負をお聞かせください。 

出出場場すするる大大会会でで結結果果をを残残ししたたいいでですす。。  

Ｑ４ 町民へのメッセージをお願いします。 

いいつつもも応応援援ややササポポーートトあありりががととううごござざいいまますす。。  

ままたた走走っってていいるる姿姿ををテテレレビビででおお見見せせででききるるよようう頑頑張張りりまますすののでで、、ここれれ

かかららもも応応援援よよろろししくくおお願願いいししまますす！！ 

記録 1 時間 10 分 27 秒（23.0km） 

令
和
4
年
1
月
6
日
、
役
場
前
駐
車
場

に
お
い
て
、
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
、
消

防
団
や
消
防
分
遣
所
職
員
が
集
ま
り
無
火

災
・
無
災
害
を
祈
念
し
、
消
防
職
団
員
の
職

責
に
対
す
る
心
構
え
を
新
た
に
し
ま
し

た
。 式

典
で
は
、
人
員
報
告
、
団
員
及
び
消
防

機
材
の
観
閲
の
後
、
前
消
防
団
長 

富
田
修

平
氏
に
感
謝
状
の
贈
呈
及
び
消
防
団
9
名

に
永
年
勤
続
の
表
彰
状
授
与
を
行
い
ま
し

た
。
富
田
氏
は
約
40
年
に
わ
た
り
本
町
消

防
団
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

式
典
の
最
後
に
は
消
防
の
心
構
え
や
心

意
気
を
示
す
「
与
論
町
消
防
団
行
進
曲
」
を

団
員
全
員
で
歌
い
上
げ
、
一
致
団
結
し
た

姿
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
は
手
拍
子
が
沸

き
起
こ
り
ま
し
た
。 

 

みみんんななでで守守るる誠誠のの島島

  

 

 

 

 

令
和
4
年
1
月
2
日
・
3
日

に
開
催
さ
れ
た
「
第
98
回
東
京

箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
｟
箱

根
駅
伝
｠
」
に
本
町
茶
花
出
身
の

有
村
祐
亮
さ
ん
｟
神
奈
川
大
学

3
年
｠
が
出
場
し
ま
し
た
。 

有
村
さ
ん
は
、
第
10
区
ア
ン

カ
ー
と
し
て
出
走
し
、
総
合
順
位

は
12
位
と
惜
し
く
も
次
回
大
会

へ
の
シ
ー
ド
権
は
逃
し
ま
し
た

が
、
個
人
記
録
で
は
区
間
9
位

と
い
う
素
晴
ら
し
い
走
り
を
見

せ
、
与
論
町
民
に
元
気
と
感
動
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
町
民

一
同
応
援
し
て
お
り
ま
す
。 
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⓮   

東区自治公民館は、令和３年度一般コミュニティ助成事業により、下記

の備品を宝くじの助成金で整備しました。 

 この事業は、一般財団法人自治総合センターが、宝くじの社会貢献広

報事業として、宝くじの受託事業収入を財源として実施しているコミュニ

ティ助成事業です。（総務企画課） 

スクリーン パワードミキサー 

折りたたみイス プロジェクター 

天井吊り型エアコン 

足折り畳みテーブル 

 

数量 数量

3 1

1 2

15 2

30 2

1 1

1 2

1 1

1

キャノンケーブル

CDプレイヤー

スクリーン

ポインター

パワードミキサー

●東区集落　　　総事業費　　2,637,240円　　　助成金額　　　2,500,000円
備品名 備品名

ミキサーケース

スピーカーケーブル

スピーカー

スピーカースタンド

ワイヤレスマイクプロジェクター

天井吊り型エアコン

コインタイマー

足折り畳みテーブル

折りたたみイス

令和３年度一般コミュニティ助成事業 
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⓯   

発達するってどういうこと？ 

多くの人は「できなかったことができるようになること」

が発達だと思うことでしょう。しかし、人間が育っていく

過程では「できていたことができなくなる」ということが、

実はたくさんあります。 

 離乳食の時には食べていた食材なのに１歳半前後で食

べられなくなる子どももいます。母親は「私のしつけが悪

いのでは」「私の育て方が悪いのでは」と不安になりま

す。でも母親の接し方や味付けが急に変わるわけはな

いので、子どもの側の問題ということになります。 

子どもは１歳代でとても賢くなります。犬も猫も「ワンワ

ン」と言っていた子が、犬は「ワンワン」、猫は「ニャーニャ

ー」と区別するようになります。大きさや毛並みもあまり

変わらない現在の犬と猫。子どもは何を手がかりにして

区別しているのでしょうか。考えたらすごいことです。世

界の細かい「違い」に気づき始めた子どもは、世界の中

から「コレ」と思ったものを選ぶようになり、あそびやおも

ちゃも、そして食べる物にも「好き嫌い」ができ始めてい

きます。そうしてみると、「食べたがらない」ということも、

「賢さ」と「選ぶ力」の賜物ということになります。 

また、３歳まではトイレのスリッパを揃えていた子が、４

歳を過ぎると揃えないどころか、脱ぎ散らすようになった

りします。だらしなくなったの？「厳しく叱らねば」と思う

人もいるでしょう。３歳までは、大好きな大人のしたこと

を自らマネして「できるようになること」「できたことをほ

めてもらうこと」に子どもは意味を感じています。 

４歳を過ぎてくると、大好きな大人以上に仲間のこ

とが気になります。仲間が園庭で遊んでいるとわか

れば、心は園庭に飛び、スリッパは後ろにはねのけら

れることになります。「仲間よりスリッパが大事」という

４歳児はかえって心配になります。「仲間が気になる」

という子どもの心を踏まえると、「次に使うお友達の

ためにスリッパを揃えてね」と指導することになります

が、すぐには揃えるようにはなりません。仲間が園庭

で遊んでいるのですから。目の前にいない仲間のこ

とが心に位置づいて初めて、スリッパを揃えられるよ

うになるのです。このように人間は、単純に「できなか

ったことができるようになる」存在ではなく、自分が意

味を感じたことに主体的になる存在です。新たな意

味の世界に入り、今までの世界に意味を感じなくな

れば、今までしていたことをしなくなり、その結果でき

なくなることもある存在なのです。 

私たちの人生は、自分らしさを開花させようとし

て、自分が意味を感じたことに向けて主体的に自分

を変えていく過程です。だから「人間は一生発達す

る」と言われるのです。できなくなることも含みつつ

「自分らしさ」を求め続ける過程なので、「到達した」と

思ってもまた新たな自分を求めていくことになりま

す。 

 出典：近藤直子『子どものかわいさに出あう』 

 

発達の大きな流れ 
１ 大人を大好きになる乳児期 

２ 大好きな大人のしていることを取り入れて、自

分のしたいことを築いていく幼児期前半 

３ 自分を中心に世界を見直し、仲間の中で新たな

チャレンジをする幼児期後半 

４ 価値の世界に入っていく学童期前半 

５ 考える力をつけ、大人と一線を画し始める 

学童期後半 

６ 自分の価値を模索する青年期 

７ 「役割」を取得し役割を生きる成人期 

８ 人生の終え方を模索する高齢期 

設置日：令和３年４月１日 

所在地：与論町那間 3348-1 

電 話：0997-97-4668 

設置者：与論町長 

定 員：１６名 

利用者：障害のある児童又はそ

の可能性のある児童で、通

所受給者証の交付を受けた

者 

開所日：火～土曜日（月曜日休

み） 

開所時間：8:30～18:15 

活動時間 

火～金曜日：9:30～17:30 

土曜日、夏休み等：9：30～

16:00 

職員数：９名 

事業の種類と支援内容 
 
① 児童発達支援 
本人支援：利用児が将来、日常生活や社会
生活を円滑に営めるよう支援します。 

家族支援：家族に対して、利用児の「育ち」
や「暮らし」を安定させることを基本に置
いて丁寧な支援を行います。 

地域支援：利用児の地域社会への参加・包
容を推進するため関係機関との連携を
進め、地域の子育て環境や支援体制の構
築が図られるよう支援します。 

 
② 放課後等デイサービス 
放課後や夏休み等に生活能力の向上のた
めに必要な訓練、社会との交流の促進その
他必要な支援を行います。また、共生社会
の実現に向けた後方支援や保護者からの
子育ての悩み等に対する相談を行います。 
 
③ 保育所等訪問支援 
認定こども園又は小学校を訪問し、利用児
の集団生活への適応のための専門的な支
援、その他必要な支援を行います。 

 

「与論町児童発達支援センターほのぼの」概要 

 

児童発達支援センター「ほのぼの」より 
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保健センターだより 

 

 

⓰   
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⓱   

GSTC報告（商工観光課） 

 

 

今
後
は
︑観
光
事
業
者
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
︑和
歌

山
大
学
の
支
援
も
受
け
な
が
ら
︑
プ
リ
シ
ア
リ
ゾ
ー
ト  

に
お
い
て
もG

STC

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
︒ 

G
STC

を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
観
光
へ
の
取
り
組

み
は
︑
わ
が
国
に
お
い
て
は
ま
だ
新
し
い
分
野
で
す
︒ 

ま
た
︑G

STC

の
評
価
項
目
は
︑
環
境
や
歴
史
・
文

化
の
保
全
︑経
済
性
︑住
民
生
活
へ
の
影
響
や
事
業
者
の

満
足
度
︑危
機
管
理
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
︑多
岐
の
分

野
に
及
び
︑
観
光
事
業
者
や
地
域
住
民
の
み
な
さ
ま
の

理
解
や
協
力
も
必
要
と
な
る
︑
ま
さ
し
く
﹁
地
域
づ
く

り
﹂
で
す
︒
住
民
も
観
光
客
も
満
足
で
き
る
﹁
住
ん
で
よ

し
﹂﹁
訪
れ
て
よ
し
﹂
の
﹁
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
観
光
﹂

を
め
ざ
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
︑
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
︒ 

 

 

４者連携協定調印式 

GSTC 公式トレーニング 

な
観
光
地
づ
く
り
に
取
り
組
み
は
じ
め
て
い
ま
す
︒ 

昨
年
３
月
に
は
観
光
庁
の
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
モ
デ
ル
地
区
に
選
出
さ
れ
︑７
月
に
は
岩

手
県
釜
石
市
な
ど
全
国
８
市
町
が
連
携
す
る
日
本﹁
持
続

可
能
な
観
光
﹂
地
域
協
議
会
の
設
立
に
も
参
画
︒
10
月

に
は
︑
国
際
的
な
認
証
機
関
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
・
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
︵
オ
ラ
ン
ダ
︶
が
行
う
表
彰
制
度
で
あ

る
世
界
の
持
続
可
能
な
観
光
地﹁TO

P100

選
﹂に
も
選

ば
れ
ま
し
た
︒こ
れ
は
︑GSTC

の
主
要
項
目
の
評
価
に

加
え
︑
サ
ン
ゴ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
保
全
活
動
︑
海
洋
ご

み
清
掃
な
ど
の
海
洋
環
境
を
守
る
活
動
に
︑地
元
住
民
や

行
政
︑
学
校
︑
大
学
な
ど
が
連
携
し
て
取
り
組
む
と
と
も

に
︑
観
光
客
も
参
画
し
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
︒ ま

た
︑
推
進
主
体
と
な
る
ヨ
ロ
ン
島
観
光
協
会
で
は
︑

今
年
度
︑
持
続
可
能
な
観
光
を
推
進
す
る
た
め
の
﹁
サ
ス

テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
﹂
を
新
た
に

１
名
配
置
し
ま
し
た
︒加
え
て
民
間
事
業
者
や
行
政
職
員

な
ど
多
様
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
も
結
成
︒GSTC
に
つ
い
て
学
ぶ
公
式
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
開
催
︑GSTC
の
基
準
に
も
と
づ
く
初
期
診
断
や
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
行
う
と
と
も
に
︑
今
後
10
年
間
の
観
光
振

興
計
画
の
策
定
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒ 

【
地
域
へ
の
展
開
】 

  

一
方
で
︑
持
続
可
能
な
観
光
を
推
進
す
る
た
め
に
は
︑

行
政
や
観
光
協
会
だ
け
で
は
な
く
︑観
光
事
業
者
で
の
取

り
組
み
の
展
開
も
必
要
不
可
欠
で
す
︒
そ
こ
で
︑
11
月

に
プ
リ
シ
ア
リ
ゾ
ー
ト
︑
和
歌
山
大
学
観
光
学
部
︑
ヨ
ロ

ン
島
観
光
協
会
と
４
者
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
︒  

持
続
可
能
な
観
光
地
づ
く
り
に
む
け
て 

（
商
工
観
光
課
） 

 
か
つ
て
バ
ブ
ル
的
な
観
光
ブ
ー
ム
と
観
光
客
の
減
少

を
経
験
し
た
与
論
島
︒
コ
ロ
ナ
渦
で
観
光
分
野
で
も
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
る
今
︑
一
過
性
の
観
光
ブ
ー
ム
で

は
な
く
︑
島
の
自
然
・
歴
史
・
暮
ら
し
を
守
り
な
が
ら

持
続
的
な
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
︒ 

【
持
続
可
能
な
観
光
を
め
ぐ
る
情
勢
】 

国
内
外
の
観
光
地
で
︑
過
剰
な
観
光
発
展
に
よ
り
︑

地
域
の
環
境
や
生
活
に
悪
影
響
が
及
ぶ
﹁
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
﹂
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
例
え
ば
︑
リ

ゾ
ー
ト
開
発
に
よ
る
自
然
破
壊
や
ご
み
問
題
︑
渋
滞
や

住
宅
・
地
価
の
高
騰
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
︒ 

そ
の
一
方
︑
観
光
に
よ
る
地
域
へ
の
負
荷
を
減
ら
し

た
﹁
持
続
的
な
観
光
﹂
に
向
け
た
動
き
も
進
ん
で
い
ま

す
︒
国
連
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標

﹁SD
G

s

﹂
に
基
づ
き
︑
世
界
持
続
可
能
観
光
協
議
会
が

定
め
た
持
続
可
能
な
観
光
の
国
際
基
準

G
lobal 

Sustainable Tourism
 Criteria

︵
以
下
︑﹁G

STC

﹂︶

は
︑
欧
米
を
中
心
に
活
用
や
実
践
が
進
ん
で
い
ま
す
︒

わ
が
国
で
も
︑
２
０
２
０
年
に
は
観
光
庁
がG

STC

を

も
と
に
し
た
﹁
日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂
を
定
め
︑
持
続
可
能
な
観
光
の
推
進
へ
と
舵
が
切

ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
︒ 

【
与
論
町
で
の
持
続
可
能
な
観
光
の
取
り
組
み
】 

そ
の
よ
う
な
中
︑
与
論
町
で
は
ヨ
ロ
ン
島
観
光
協
会

を
推
進
主
体
と
し
て
︑G

STC

を
活
用
し
た
持
続
可
能 
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海上保安庁「118」 
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(

氏
名
・
地
区) 

◇
12
月
届
出
分 

境 
 

正
行 

 
 
 
 
 
 

茶
花 

 
 

佐
藤 

真
奈
美 

 
 
 

 
 

東
区 

  
 
 
 
  

⓳   

戸籍の窓 

戸
籍
の
窓 

 
※
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
と
も
掲
載
許
諾
を 

頂
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

｟
敬
称
略
｠ 

   
 
 

◆
11
月
届
出
分 

本 
  

鐵
男 

  

90
歳 

古
里 

池
田 

 

佳
代
美 

96
歳 

叶 

 
 

里 
 
 

直
昭 

 

82
歳 

東
区 

 
 

松
井 

 

ヱ
ク 

 

99
歳 

東
区 

 
 

出
村 

 

久
子 

 

82
歳 

立
長 

 
 

玄 
 
 

シ
ゲ
子 

88
歳 

城 

 
 

瀧
澤 

 

佐
江
子 

101
歳  

東
区 

◆
12
月
届
出
分 

 
 

中
山 

 

和
子 

 

77
歳 

城 

 
 

沖 
 
 

与
史
将 

42
歳 

朝
戸 

 
 

池
田 

 

保
子 

 

67
歳 

那
間 

 
 

供
利 

 

ウ
ト 

 

92
歳 

立
長 

 

山
下 

 

晴ハ
ル 

 
 

輝 
 

那
間 

 
 

野
口 

 

航コ
ウ

太
郎

タ

ロ

ウ 

亮
太 

立
長 

 
 
 

 

 

令
和
３
年
９
月 

～
令
和
３
年
12
月 

(

氏
名
・
享
年
・
集
落)

 

(

氏
名
・
保
護
者
・
集
落)

 

 

◆
9
月
届
出
分 

白
尾 

 

優
一
朗

ユ
ウ
イ
チ
ロ
ウ 

大
志 

 

麦
屋 

西
田 

 

千
実

チ

サ

ネ 
 
 
 

弘
樹 

 
 
 

朝
戸 

 
 

菅
原 

 
 

旭
ア
サ
ヒ 

 
 

実 
 
 

茶
花 

◆
10
月
届
出
分 

林 
 
 

采
和

ト

ワ 
 

幹
大 

 

那
間 

池
田 

 

玲
季

タ

マ

キ 
 

拓
也 

 

茶
花 

町
本 

 

斗
羽

ト

ワ 
 

陽 
 
 

那
間 

◆
11
月
届
出
分 

 
 

林 
 
 

和
空

ワ

ク 
 
 
 

耕
太
郎 

 

古
里 

◆
12
月
届
出
分 

 

町
本 

 

大
樹

タ
イ
ジ
ュ 

 

大
地 

 

茶
花 

 
 

 ◆
9
月
届
出
分 

 
 

大
馬 

 

タ
ケ 

 

93
歳 

朝
戸 

 
 

富
士 

 

充
朗 

 

78
歳 

茶
花 

山
岡 

 

秀
行 

 

91
歳 

茶
花 

本 
  

三
七
子 

58
歳 

茶
花 

松
井   

ス
ミ 

 

77
歳 

東
区 

 
 

益
田 

 

登
代
子 
100
歳 

古
里 

 
 

吉
田 

 

マ
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◆
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月
届
出
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山
下  

金
三 

 

84
歳 

茶
花 

 

令和 3 年度以降発行の広報よろん・週報・議会だよりが
スマートフォン・タブレットで確認いただけます。 

ダウンロードは右記 QR コードから！ 

 
 

Android iOS

  

「マチイロ」なら与論町がもっと身近に！ 

 

アプリの不具合や機能についてなどは運営会社（株）ジチタイワークス（福岡市）【☎092-716-1480】まで 

「マチイロ」は民間が運営するアプリです。アプリ上に表示される広告は本町とは一切関係ありません。 
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茶花校区 

与論校区 

那間校区 

写真提供：MEDEO 商会 


